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（２）今後の見込み（令和 12・18 年度） 

   令和 6 年度に小学校入学前である本市に住民登録されている子どもの数

から、6 年後の令和 12 年度における各小学校の児童数を算出して、児童

数が多い順に並べてみると次の図表のとおりです。  

   最小規模の小学校では、全学年の単学級化が予測されます。  

 

図表 １８【児童数・学級数の見込み】 
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   令和 6 年度に中学校入学前である本市に住民登録されている子どもの数

から、6 年後の令和 12 年度及び 12 年後の令和 18 年度における各中学校

の生徒数を算出し、生徒数が多い順に並べると次の図表のとおりです。  

   最小規模の中学校では、全学年の単学級化が予測されます。  

 

図表 １９【生徒数・学級数の見込み】 

 

 

出典：図表 18 及び図表 19 とも、令和 12 年度及び令和 18 年度の児童生徒数は、令和 6 年 5

月 1 日時点で、本市に住民登録されている者から、平成 21（2006）年 4 月 2 日から令

和 6（2024）年 4 月 1 日までの生年月日の者を抽出し、以後も異動することなしに各学

齢に達したと仮定して算出した数値（自然増減及び社会増減は考慮していない）。  

 図表 18 及び図表 19 とも、令和 12 年度及び令和 18 年度の市立小学校又は市立中学校  

欄の学級数について、令和 6 年度の学級数は 5 月 1 日学校基本調査の実学級数を合計し  

たもの、令和 12 年度及び令和 18 年度の学級数は、市立小学校又は市立中学校の全児童  

数又は全生徒数を学年ごとに、県教育委員会の定める学級編制基準で除して得た学級数  

の合計。  

 

 

※ 別冊【令和 6 年度 小中学校の児童生徒数・学級数の推移】参照
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生徒数
　（人）

学級数
（学級）

川 越 第 一中 514 15 602 17 548 15 34 0

城 南 中 563 15 559 15 452 13 -111 -2

大 東 中 555 15 631 18 444 13 -111 -2

高 階 中 448 12 434 13 401 12 -47 0

寺 尾 中 378 11 477 14 392 12 14 1

初 雁 中 472 13 499 14 380 12 -92 -1

砂 中 393 11 373 12 322 10 -71 -1

南 古 谷 中 476 13 449 12 315 9 -161 -4

名 細 中 527 15 478 14 312 9 -215 -6

野 田 中 276 9 314 9 296 9 20 0

富 士 見 中 351 10 356 11 293 9 -58 -1

霞 ケ 関 中 410 12 341 11 292 9 -118 -3

霞 ケ 関 東中 311 9 296 9 269 9 -42 0

東 中 347 10 317 9 258 8 -89 -2

鯨 井 中 295 8 269 9 248 8 -47 0

福 原 中 394 12 362 11 236 7 -158 -5

高 階 西 中 277 8 267 9 218 6 -59 -2

山 田 中 339 10 342 10 193 6 -146 -4

川 越 西 中 326 9 290 9 188 6 -138 -3

大 東 西 中 309 10 255 8 188 6 -121 -4

霞 ケ 関 西中 364 11 316 10 170 6 -194 -5

芳 野 中 143 6 131 6 82 3 -61 -3

市立中学校 8,468 244 8,358 214 6,497 167 -1,971 -77

対Ｒ6増減Ｒ12年度Ｒ6年度 Ｒ18年度


